
成長ホルモンの合成や分泌を促進し基礎代謝を上げる３種類のアミノ
酸（アルギニン、オルニチン、リジン）と、脂質代謝を促進するカルニチ
ン、脂肪吸収を阻害する米ぬか抽出エキスを組み合わせ、ダイエットと
それにつながる生活習慣病の予防に貢献します。

▲

ダイエット中の方

▲

血糖調節障害（低血糖症）の方

▲

筋肉が落ちたと感じる方

▲

高脂血症でお悩みの方

▲

生活習慣病が気になる方

▲

スポーツをしている方

●筋肉量を増やす
●体脂肪を減らす
●骨の密度を高める
●脂質代謝を改善させる
●皮膚の張り、弾力性を改善する
●心機能を改善する
●免疫機能を改善する
●傷の治りを早める
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こんな方にお勧めします
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成長ホルモンの働き
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標準成分＜1粒（320㎎）中＞原材料

など

アミノ酸　日本は世界に先駆けてアミノ酸の工業生産に成功し、高度
に精製された結晶アミノ酸が大量に生産できるようになりました。サ
プリメント「トリアミノ+Ｌ」に含有されるアミノ酸は、発酵法による純
度の高い結晶化したアミノ酸を使用しており、吸収性に優れています。
L-カルニチン　極めて吸湿性が高い原材料です。セルロースを最適に
配合することで、サプリメントの安定性を維持しています。

L-オルニチン、L-カ
ルニチン、アヤムラ
サキイモ末、馬鈴薯
澱粉、米ぬかエキス
末、L-アルギニン、
L-リジン、セルロー
ス、ショ糖エステル
[被包材]ゼラチン
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【効果的な摂り方】 ●ダイエット：６～８粒を就寝前に
●低血糖症状の改善：１回4～8粒を午後の食間と就寝前に

脂質の代謝に関わる
【カルニチン】
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加齢に伴う成長ホルモン分泌の低下

年齢（歳）

アルギニン、オルニチン、リジンには、
成長ホルモンの合成や分泌を促進さ
せる働きがあります。成長ホルモン
は、20代を境に急激に体内合成、分
泌が低下します。成長ホルモンが不足
すると、筋肉量の低下とそれに伴う基
礎代謝量の低下、体脂肪の増加、骨密
度の低下、肌のハリの低下、老化の促
進等を招きます。 米井嘉一「老化と寿命のしくみ」日本実業出版社
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脂質を含んで排泄

成長ホルモンを増やす
【アルギニン・オルニチン・リジン】

脂肪吸収を阻害する
【シクロアルテノールフェルラ酸エステル】
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カルニチンは脂肪をエネルギーへ変換するのに必要な
成分（TCAサイクルへの取り込みを促進する）。体内で
は、リジン、メチオニン、ビタミンＣから合成される。

ミネラル類、ビタミンB群はエネルギー
代謝に関与する補酵素の働きをする。

コエンザイムQ10は
エネルギーの変換を促進する

ホルモンがリパーゼ
（脂肪分解酵素）を刺激

リパーゼの働きにより
脂肪酸に分解


